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（一社）茨城県ハイヤー・タクシー協会

設立年度 平成２５年 ４月 １日

会員数 187社（R6.4.1現在） ・・・・・・ R1.4.1現在 208社（▲21）

• 全国のドライバー数はコロナ禍前の291,516人から234,653人へ減少（R6.4.1現在）▲56,863人（19.5％減）

• 県内のドライバー数はコロナ禍前の3,269人から2,587人へ減少（R6.5.1現在）▲682人（20.9％減）

• タクシードライバーはコロナ禍の際、他業種に転職したり、或いは高齢者の中には辞めて年金生活
に専念したり、一方で、タクシー事業者の休廃業や合併等が相まって深刻なタクシー不足の状況と
なっている

-2-



208 202 199 198 193 187

2594 2525 2503 2448 2406
2288

3269
3135

2903
2750 2658

2587

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

茨城県内におけるタクシー業界の状況
会員数 車両数 運転者数

-3-



タクシードライバーに係る研修等々について

•定期的な健康診断…年１回以上（深夜勤務の場合は半年に１回以上）
•適正診断
→初任診断…新雇用の運転手が就業開始１ヶ月前に受診
→適齢診断…65歳以上の運転手は3年に1度受診

75歳以上の運転手は1年に1回受診
→特定診断Ⅰ…交通事故を起こした者が受ける講義
→特定診断Ⅱ…死亡事故や重傷事故を起こした運転手が受ける講義
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タクシードライバーに係る研修等々について

• 日々、運行管理者を中心に始業時に点呼が行われ、アルコールチェックや
疲労や体調不良はないか否かのチェックを行っている

• 日々、始業時に車両点検を行い、整備管理者は３ヶ月毎の点検、１年毎の
車検を行っている

• 安全や接客の研修を随時行っている

以上、安全・安心に多くの費用と時間を掛けている
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運賃改定について
• 令和５年９月１９日には約16年振りの運賃改定を実施

その背景にはコロナ禍による減収はもとより、長引く原油価格の高騰の高止まり、

それに伴う相次ぐ物価上昇と値上げラッシュに対応するためであった

• 普通車の運賃は、初乗り ２km ７４０円、加算運賃 ２７７m ９０円から

〃 初乗り1.1km５００円、加算運賃 ２５６m １００円へと改定された

運賃改定後は、コロナ禍の収束により人流が戻り、増収効果を感じられるようになった

ところが・・・・・・

喜ぶのも束の間、ライドシェア導入の動きが活発化する
ようになった！
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ライドシェア導入の経緯について

1. 昨年８月の菅前総理の 「インバウンドを含め観光需要が復活する中、コロナ禍で運転手が減少
し観光地等でタクシー供給が不足している状況に鑑み、ライドシェア解禁について検討すべき」と
の発言を機に一気に導入へ向けて進展があった

2. 昨年秋の臨時国会で岸田首相が歴代の首相で初めて所信表明にライドシェアについて言及
3. デジタル行財政会議の下に置かれた規制改革推進会議の地域産業活性化ＷＧにて議論された
4. 同ＷＧでは昨年12月に下記の中間答申が示された

（１）自治体等による自家用有償旅客運送の制度改善
（２）タクシーが不足している地域､時期､時間帯において､不足分についてタクシー会社が地域の
自家用車・一般ドライバーの活用を可能とする（自家用車活用事業＝日本版ライドシェア）…実施済
（３）タクシー会社以外の事業者によるライドシェア事業に係る法制度の議論

の (1)と(2)による各地の移動難民解消の状況を可能な限りデータで検証しつつ、本年６月に向けて
議論

5. 地域産業活性化ＷＧは11月に開催されるも12月に中間答申が示され､本年6月に最終答申を出す
ことになっているが、4月から開始されたタクシー会社による日本版ライドシェアの検証を、僅か2､
3ヶ月で済ませるのは結論ありきであり、あまりにも拙速である
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ライドシェアのデメリット

• 責任の所在が曖昧であり、お客様の安全が脅かされる
→反社の人が参入する可能性がある
→海外での事件事故がそのまま起きる危険性がある
→定期整備点検をしない車両による事故の可能性がある
→体調が悪かったり、過労や睡眠不足でもチェックがされない

• ドライバーの雇用が不安定になる
• ギグワーカーが増え、低賃金労働を固定化させてしまう
• 特定の地域でバスやタクシーが消滅する等の恐れがある

参考動画 「ライドシェアとは何か？」

https://youtu.be/oxJJl9D9xMs
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東京交通新聞 令和6年1月29日
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一括定額運賃の概要
《一括定額運賃の概要》
• 閑散時間帯に限定→ 一括定額運賃制度の下に運行（最初の半年は要実証実験）

→閑散時間帯は地域によって異なる
• 事業形態は乗合ではなく、あくまでも乗用（タクシー）…友人との乗り合わせは可
• デマンド交通と比べて、市の財政負担が大きく軽減される→持続可能な公共交通の実現

→過去に、かすみがうら市で９年間デマンドを続けて２億円の赤字になったので止めると表明している
《参考》年間費用つくば市デマンド１億６千万円、水戸市水都タクシー４千万円

• 利用者が増えれば増えるほど市の負担は軽減されていく（費用対効果）
→デマンドのようにシステム導入費用、オペレーター（人件費）代、メンテナンス費用等は一切発生しない

• 市全体だけではなく、市の一部（交通空白地域）に限定して導入することも可能
• 年齢制限を設けることが可能→ デマンド交通は原則、誰でも乗せなければならない

→これにより利用者数から予算を逆算することが可能
• 片道１０００円（一括定額運賃）は住民に分かりやすい（タクシーを安く利用できる）ので利用しやすい

→利用者は電話で「１０００円タクシーお願いします」と言うだけでＯＫ
→市役所においても、事前登録などを必要とせず、事務方の負担は生じない

• 事業主体は自治体、運行主体は事業者と役割を明確に分けている
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デマンド交通 １０００円タクシー

初めにシステム機器を導入

オペレーターの人件費
機器のメンテナンス費用

１回 ○○○円を徴収 片道１０００円を徴収

初 期 経 費

ランニングコスト

運 賃

予 算

乗 合 タクシー事 業 形 態

１回の運賃が少額のため
収支率が低くなります

利用者が増えると支払い予定分
から利用者×@1000が軽減されます

従来の無線を利用するため
これら諸経費を必要としません

初 期 経 費

ランニングコスト

運 賃

予 算

事 業 形 態
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ご清聴ありがとうございました

一般社団法人 茨城県ハイヤー・タクシー協会

会長 出野 清秀




